
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 
学校名 沼津情報・ビジネス専門学校 
設置者名 学校法人静岡理工科大学 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

専門課程 

（工業） 

高度 IT ビジネス科 
夜 ・

通信 
1,170 320  

コンピュータ科 
夜 ・

通信 
780 160  

ゲームクリエイト科 
夜 ・

通信 
1,380 240  

CG デザイン科 
夜 ・

通信 
1,620 240  

専門課程 

（商業実務） 

ビジネス科 
夜 ・

通信 
1,350 160  

公務員科 1 年制 
夜 ・

通信 
120 80  

公務員科 2 年制 
夜 ・

通信 
180 160  

医療事務科 
夜 ・

通信 
450 160  

国際ビジネス科 
夜 ・

通信 
660 240  

専門課程 
(教育・社会福祉) 

こども保育科 
夜 ・

通信 
1,140 240  

専門課程 

(衛生) 
製菓・製パン科 

夜 ・

通信 
1,920 160  

（備考） 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
沼津情報・ビジネス専門学校 ホームページ 

https://www.numasen.ac.jp/public/ 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 沼津情報・ビジネス専門学校 

設置者名 学校法人静岡理工科大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

学校法人静岡理工科大学のホームページ 

（https://sist-net.ac.jp/information/）にて「役員名簿」を公開 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・ 

非常勤の別 
前職又は現職 任期 

担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
学校法人静岡理工科大学 

元理事長 

令和 5 年 10 月 1 日

～ 

令和 7 年 9 月 30 日 

学校法人運営につい

ての意見 

 

非常勤 
物流等関連企業 

代表取締役会長 

令和 5 年 10 月 1 日

～ 

令和 7 年 9 月 30 日 

学校法人運営につい

ての意見 

財務担当 

非常勤 
食品等関連企業 

代表取締役会長 

令和 5 年 10 月 1 日

～ 

令和 7 年 9 月 30 日 

学校法人運営につい

ての意見 

非常勤 
物流等関連企業 

元相談役 

令和 5 年 10 月 1 日

～ 

令和 7 年 9 月 30 日 

学校法人運営につい

ての意見 

非常勤 
大学 

名誉教授 

令和 5 年 10 月 1 日

～ 

令和 7 年 9 月 30 日 

学校法人運営につい

ての意見 

学事顧問 

非常勤 
金融機関 

顧問 

令和 5 年 10 月 1 日

～ 

令和 7 年 9 月 30 日 

学校法人運営につい

ての意見 

非常勤 
冷蔵倉庫業 

取締役会長 

令和 5 年 10 月 1 日

～ 

令和 7 年 9 月 30 日 

学校法人運営につい

ての意見 

非常勤 
システム関連企業 

代表取締役社長 

令和 5 年 10 月 1 日

～ 

令和 7 年 9 月 30 日 

学校法人運営につい

ての意見 

情報 IR 担当 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 沼津情報・ビジネス専門学校 
設置者名 学校法人静岡理工科大学 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 
授業計画（シラバス）の作成過程および公表について 

  ４月～ 次年度授業計画策定 

  ９月～ 教員への授業計画（シラバス）作成依頼 

      ・授業計画（シラバス）テンプレート配布 

      ・授業計画（シラバス）ガイドライン配布・説明 

 １２月～ 授業計画（シラバス）回収・チェック 

  ３月～ 授業計画（シラバス）見直し・修正 

  ４月～ 授業計画（シラバス）公表 

 

授業計画書の公表方法 
沼津情報・ビジネス専門学校 ホームページ 

https://www.numasen.ac.jp/public/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 
 各学科の定めるディプロマポリシー（卒業認定・高度専門士／専門士授与の方針）に掲

げる資質・能力の習得状況等は、カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）の

「成績評価の方法」掲げる方法に加え、学生生活上の客観的な指標、卒業対象学生に行う

アンケート調査の状況、各種資格取得状況・制作した作品のレベルと志望進路状況（専門

領域への就職率および進学率等）から学業成果の達成状況を評価する。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 
 成績は、科目ごと４段階評語（優・良・可・不可）、素点（0～100 点）により表す。不

可及び 59 点以下は不合格となり単位を修得できない。また成績評価をポイントに変換し、

その総和の平均を成績評価指標とする。成績証明書は４段階評価の評語で表示される。 

評語 素点 意味 ポイント 

優 80～100 点 到達目標をほぼ達成している。 4 

良 70～79 点 
不十分な点は認められるものの、到達目標を達成

している。 
2 

可 60～69 点 到達目標の最低限は満たしている。 1 

不可 0～59 点 到達目標を充足していない。 0 

成績評価指数＝((4×優の科目数)+(2×良の科目数)+(1×可の科目数))÷科目数 



  

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
沼津情報・ビジネス専門学校 ホームページ 

https://www.numasen.ac.jp/public/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 
 

本校を卒業する人材は、学則にある「学校教育法に基づき、工業における専門教育によ

る人間性豊かで創造性に富んだ技術者の育成と、商業実務、衛生、教育・社会福祉におけ

る実務教育による知性高く教養深い有能な職業人や教育者の育成を通して、地域社会の発

展に寄与することを目的とする。」ことが教育目標であり、学科ごとの専門教育を学習し、

以下の能力等を有している。 

●専門分野についての基本的な技術・知識を習得し、社会のその分野の中で活用すること

ができる。 

●情報処理、キャリア教育等社会人として必要な基本的なスキルを身につけている。 

●様々な立場の人々と協働して、問題を発見し解決にあたることができる。 

本校のディプロマポリシーに基づき、各学科のディプロマポリシーを設定する。 

全校共通および各科のディプロマポリシーの定める基準に達しており、全ての科目を修

得(不可科目がないこと)した者に卒業を認定している。 

（卒業要件） 

卒業認定は以下のすべてに該当するもので、校長が認めた者とする。 

１ 必修科目及び選択必修科目の成績評価において不可の評価の科目がないこと 

２ 総欠課時限数が年間消化時限数の１５％以内であること 

３ 査定日現在で学納金に未納がないこと 

卒業の認定については、担当が卒業要件の確認を行った上で、卒業査定会議において協議

し、校長が判定を行う。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
沼津情報・ビジネス専門学校 ホームページ 

https://www.numasen.ac.jp/public/ 
 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 沼津情報・ビジネス専門学校 
設置者名 学校法人静岡理工科大学 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
静岡理工科大学グループ ホームページ 

https://sist-net.ac.jp/information/ 
収支計算書又は損益計算書 同上 
財産目録 同上 
事業報告書 同上 
監事による監査報告（書） 同上 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 専門課程 コンピュータ科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 2,040 

単位時間 

1,050 
単位時間 

1,350 
単位時間 

 

単位時間 単位時間 単位時間 

2,400 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80 人 120 人 0 人 4 人 13 人 17 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程および公表について 

  ４月～ 次年度授業計画策定 

  ９月～ 教員への授業計画（シラバス）作成依頼 

      ・授業計画（シラバス）テンプレート配布 

      ・授業計画（シラバス）ガイドライン配布・説明 

 １２月～ 授業計画（シラバス）回収・チェック 

  ３月～ 授業計画（シラバス）見直し・修正 

  ４月～ 授業計画（シラバス）公表 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 成績は、科目ごと４段階評語（優・良・可・不可）、素点（0～100 点）により表す。不

可及び 59点以下は不合格となり単位を修得できない。また成績評価をポイントに変換し、

その総和の平均を成績評価指標とする。成績証明書は４段階評価の評語で表示される。 

評語 素点 意味 ポイント 

優 80～100 点 到達目標をほぼ達成している。 4 

良 70～79 点 不十分な点は認められるものの、到達目標を達成 2 



  

している。 

可 60～69 点 到達目標の最低限は満たしている。 1 

不可 0～59 点 到達目標を充足していない。 0 

成績評価指数＝((4×優の科目数)+(2×良の科目数)+(1×可の科目数))÷科目数 
卒業・進級の認定基準 

（概要） 
本校を卒業する人材は、学則にある「学校教育法に基づき、工業における専門教育によ

る人間性豊かで創造性に富んだ技術者の育成と、商業実務、衛生、教育・社会福祉におけ

る実務教育による知性高く教養深い有能な職業人や教育者の育成を通して、地域社会の

発展に寄与することを目的とする。」ことが教育目標であり、学科ごとの専門教育を学習

し、以下の能力等を有している。 

●専門分野についての基本的な技術・知識を習得し、社会のその分野の中で活用すること

ができる。 

●情報処理、キャリア教育等社会人として必要な基本的なスキルを身につけている。 

●様々な立場の人々と協働して、問題を発見し解決にあたることができる。 

本校のディプロマポリシーに基づき、各学科のディプロマポリシーを設定する。 

全校共通および各科のディプロマポリシーの定める基準に達しており、全ての科目を

修得(不可科目がないこと)した者に卒業を認定している。 

 

（卒業要件） 

卒業認定は以下のすべてに該当するもので、校長が認めた者とする。 

１ 必修科目及び選択必修科目の成績評価において不可の評価の科目がないこと 

２ 総欠課時限数が年間消化時限数の１５％以内であること 

３ 査定日現在で学納金に未納がないこと 

卒業の認定については、担当が卒業要件の確認を行った上で、卒業査定会議において協議

し、校長が判定を行う。 
学修支援等 

（概要） 

  ・指導教員との面談   ・習熟度別の補習   ・勉強会 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 55 人

（100％）

0人

（0％）

53 人

（96.4％）

2人

（3.6％）

（主な就職、業界等） 

パーパス㈱、矢崎総業㈱、宇式エンジニアリング㈱、㈱New デイシス、日本情報産業㈱、

㈱ＺＯＡ、スルガ銀行㈱、横浜ゴム㈱、㈱システナ、㈱共立ソリューションズ、エクセル

コンピュータサービス㈱、㈱電算インフォメーション など 

（就職指導内容） 

自己分析、スーツ・メイク講座、業界・企業研究、筆記試験対策、面接指導、エントリー

シート・履歴書添削指導、模擬面接、校内企業ガイダンス、電話・メールでの問合せ他 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

基本情報技術者試験 17 人 

C 言語検定 3 級 37 人  CompTIA ITF+ 57 人 

（備考）（任意記載事項） 



  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  128 人 5 人 3.9％ 

（中途退学の主な理由） 

  経済的理由、精神的疾患のため 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
担任制の採用。日々の出欠席確認や欠課数に応じた保護者連絡および３者面談を実施。 

学生動向についての教員間共有と報告と対応を実施。精神的な悩みを持つ学生に対し、専

門のカウンセラーによるカウンセリングを希望者に対して実施している。 

 

 

  



  

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 専門課程 高度 IT ビジネス科  〇 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

４年 昼 3,630 

単位時間 

2,010 
単位時間 

1,710 
単位時間 

 

単位時間 単位時間 単位時間 

3,720 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80 人 81 人 0 人 7 人 15 人 22 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程および公表について 
  ４月～ 次年度授業計画策定 
  ４月～ 教員への授業計画（シラバス）作成依頼 
      ・授業計画（シラバス）テンプレート配布 
      ・授業計画（シラバス）ガイドライン配布・説明 
  ７月～ 授業計画（シラバス）回収・チェック 
  ９月～ 授業計画（シラバス）見直し・修正 
  ３月～ 授業計画（シラバス）公表 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

成績は科目ごと４段階評語（優・良・可・不可）、素点（0～100 点）による評価で表す。

不可及び 59 点以下は不合格となり単位を修得できない。また成績評価をポイントに変換

し、その総和の平均を成績評価指標とする。成績証明書は、４段階の評語で表示される。 

評語 素点 意味 ポイント 

優 80～100 点 到達目標をほぼ達成している。 4 

良 70～79 点 
不十分な点は認められるものの、到達目標を達成

している。 
2 

可 60～69 点 到達目標の最低限は満たしている。 1 

不可 0～59 点 到達目標を充足していない。 0 

成績評価指数＝((4×優の科目数)+(2×良の科目数)+(1×科の科目数))÷科目数 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校を卒業する人材は、学則にある「学校教育法に基づき、工業における専門教育によ

る人間性豊かで創造性に富んだ技術者の育成と、商業実務、衛生、教育・社会福祉におけ

る実務教育による知性高く教養深い有能な職業人や教育者の育成を通して、地域社会の

発展に寄与することを目的とする。」ことが教育目標であり、学科ごとの専門教育を学習

し、以下の能力等を有している。 

●専門分野についての基本的な技術・知識を習得し、社会のその分野の中で活用すること

ができる。 

●情報処理、キャリア教育等社会人として必要な基本的なスキルを身につけている。 

●様々な立場の人々と協働して、問題を発見し解決にあたることができる。 

 

本校のディプロマポリシーに基づき、各学科のディプロマポリシーを設定する。 

学修支援等 

（概要） 

・指導教員との面談    ・習熟度別の補習     ・勉強会 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 23 人 

（100％） 

0 人

（0.0％）

21 人

（91.3％）

2人

（8.7％）

（主な就職、業界等） 

(株)ＳＢテクノロジー、㈱アルファシステムズ、㈱ＮＳＷ、ＴＤＣソフト㈱、㈱メトロ、

パーパス㈱、サイバーコム㈱、㈱システナ、明電システムソリューション㈱ 等 

（就職指導内容） 

自己分析、スーツ・メイク講座、業界・企業研究、筆記試験対策、面接指導、エントリー

シート・履歴書添削指導、模擬面接、校内企業ガイダンス、電話・メールでの問い合わせ

他 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

応用情報技術者試験 1 名、基本情報技術者試験 17 名、LinuC Level1 101 試験 14 名 

サイバー大学卒業 21 名 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  83 人 5 人 6.0％ 

（中途退学の主な理由） 

精神疾患、進路変更の為 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制の採用。日々の出欠席確認や欠課数に応じた保護者連絡および３者面談を実施。 

学生動向についての教員間共有と報告と対応を実施。精神的な悩みを持つ学生に対し、

専門のカウンセラーによるカウンセリングを希望者に対して実施している。 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 専門課程 ＣＧデザイン科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 3,090 

単位時間 

510 
単位時間 

2,460 
単位時間 

780 
単位時間 単位時間 単位時間 

3,750 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60 人 80 人 0 人 2 人 15 人 17 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程および公表について 
  ４月～ 次年度授業計画策定 
  ４月～ 教員への授業計画（シラバス）作成依頼 
      ・授業計画（シラバス）テンプレート配布 
      ・授業計画（シラバス）ガイドライン配布・説明 
  ７月～ 授業計画（シラバス）回収・チェック 
  ９月～ 授業計画（シラバス）見直し・修正 
  ３月～ 授業計画（シラバス）公表 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 成績は、科目ごと４段階評語（優・良・可・不可）、素点（0～100 点）による評価で表

す。不可及び 59 点以下は不合格となり単位を修得できない。また、成績評価をポイント

に変換し、その総和の平均を成績評価指標とする。成績証明書は、４段階評価の評語で表

示される。 

評語 素点 意味 ポイント 

優 80～100 点 到達目標をほぼ達成している。 4 

良 70～79 点 
不十分な点は認められるものの、到達目標を達成

している。 
2 

可 60～69 点 到達目標の最低限は満たしている。 1 

不可 0～59 点 到達目標を充足していない。 0 

成績評価指数＝((4×優の科目数)+(2×良の科目数)+(1×科の科目数))÷科目数 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校を卒業する人材は、学則にある「学校教育法に基づき、工業における専門教育によ

る人間性豊かで創造性に富んだ技術者の育成と、商業実務、衛生、教育・社会福祉におけ

る実務教育による知性高く教養深い有能な職業人や教育者の育成を通して、地域社会の

発展に寄与することを目的とする。」ことが教育目標であり、学科ごとの専門教育を学習

し、以下の能力等を有している。 

●専門分野についての基本的な技術・知識を習得し、社会のその分野の中で活用すること

ができる。 

●情報処理、キャリア教育等社会人として必要な基本的なスキルを身につけている。 

●様々な立場の人々と協働して、問題を発見し解決にあたることができる。 

本校のディプロマポリシーに基づき、各学科のディプロマポリシーを設定する。 

学修支援等 

（概要） 

・指導教員との面談   ・習熟度別の補習    ・勉強会 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 26 人 

（100％） 

0 人

（0％）

23 人

（88.5％）

3人

（11.5％）

（主な就職、業界等） 

㈱マイナビ、 ㈱宏和デザイン、㈱トライスラッシュ、㈱ＮＡＣ、㈱エヌエーシー、 

東洋印刷㈱、㈱アロマイメージ、文化堂印刷㈱ など 

（就職指導内容） 

自己分析、スーツ・メイク講座、業界・企業研究、筆記試験対策、面接指導、エントリー

シート・履歴書添削指導、模擬面接、校内企業ガイダンス、電話メールでの問い合わせ他

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 宝塚ベガ音楽コンクール ロゴデザイン優秀賞 

第 5回年金動画・ポスターコンテスト ポスター部門 年金局長賞 

 第 12 回静岡県ものづくり競技会 第 1 位、第 2 位 

 第 12 回静岡県ものづくり競技会ポスターコンペティション 最優秀賞、優秀賞 

 東京ゲームショウ ２作品出展 など 

 ＣＧクリエイター検定ベーシック 14 名、色彩検定 3 級 16 名 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  92 人 12 人 13.0％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、精神的理由（うつなど） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制の採用。日々の出欠席確認や欠課数に応じた保護者連絡および３者面談を実施。 

学生動向についての教員間共有と報告と対応を実施。精神的な悩みを持つ学生に対し、

専門のカウンセラーによるカウンセリングを希望者に対して実施している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 専門課程 ゲームクリエイト科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 3,060 

単位時間 

510 
単位時間 

2,520 
単位時間 

540 
単位時間 単位時間 単位時間 

3,570 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60 人 77 人 0 人 1 人 18 人 19 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程および公表について 
  ４月～ 次年度授業計画策定 
  ４月～ 教員への授業計画（シラバス）作成依頼 
      ・授業計画（シラバス）テンプレート配布 
      ・授業計画（シラバス）ガイドライン配布・説明 
  ７月～ 授業計画（シラバス）回収・チェック 
  ９月～ 授業計画（シラバス）見直し・修正 
  ３月～ 授業計画（シラバス）公表 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 成績は、科目ごと４段階評語（優・良・可・不可）、素点（0～100 点）による評価で表

す。不可及び 59 点以下は不合格となり単位を修得できない。また、成績評価をポイント

に変換し、その総和の平均を成績評価指標とする。成績証明書は、４段階評価の評語で表

示される。 

評語 素点 意味 ポイント 

優 80～100 点 到達目標をほぼ達成している。 4 

良 70～79 点 
不十分な点は認められるものの、到達目標を達成

している。 
2 

可 60～69 点 到達目標の最低限は満たしている。 1 

不可 0～59 点 到達目標を充足していない。 0 

成績評価指数＝((4×優の科目数)+(2×良の科目数)+(1×科の科目数))÷科目数 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校を卒業する人材は、学則にある「学校教育法に基づき、工業における専門教育によ

る人間性豊かで創造性に富んだ技術者の育成と、商業実務、衛生、教育・社会福祉におけ

る実務教育による知性高く教養深い有能な職業人や教育者の育成を通して、地域社会の

発展に寄与することを目的とする。」ことが教育目標であり、学科ごとの専門教育を学習

し、以下の能力等を有している。 

●専門分野についての基本的な技術・知識を習得し、社会のその分野の中で活用すること

ができる。 

●情報処理、キャリア教育等社会人として必要な基本的なスキルを身につけている。 

●様々な立場の人々と協働して、問題を発見し解決にあたることができる。 

本校のディプロマポリシーに基づき、各学科のディプロマポリシーを設定する。 

学修支援等 

（概要） 

・指導教員との面談          ・家庭連絡により保護者と連携して指導 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 23 人 

（100％） 

0 人

（0％）

22 人

（95.7％）

1人

（4.3％）

（主な就職、業界等） 

矢崎総業㈱、コムテック㈱、㈱エフアイティーシステム、㈱静岡中央銀行、㈱テクノプロ、

東和テック㈱、安田情報㈱、㈱ラ・ドゥ、シーキューブ㈱、アルファシステムズ㈱ など

（就職指導内容） 

・指導教員・就職担当職員による面接指導 

・学校全体による SPI 試験や適性検査の実施 

・学校による独自の就職ガイダンスの開催 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 基本情報技術者 1人 

Ｃ言語検定 2級 17 人、3級 22 人 

CG エンジニア検定 ベーシック 18 人 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  80 人 3 人 3.8％ 

（中途退学の主な理由） 

経済的理由、学習意欲低下 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制の採用。日々の出欠席確認や欠課数に応じた保護者連絡および３者面談を実施。 

学生動向についての教員間共有と報告と対応を実施。精神的な悩みを持つ学生に対し、

専門のカウンセラーによるカウンセリングを希望者に対して実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 専門課程 ビジネス科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 2,040 

単位時間 

420 
単位時間 

1,710 
単位時間 

150 
単位時間 単位時間 単位時間 

2,280 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40 人 49 人 1 人 3 人 11 人 14 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程および公表について 
  ４月～ 次年度授業計画策定 
  ４月～ 教員への授業計画（シラバス）作成依頼 
      ・授業計画（シラバス）テンプレート配布 
      ・授業計画（シラバス）ガイドライン配布・説明 
  ７月～ 授業計画（シラバス）回収・チェック 
  ９月～ 授業計画（シラバス）見直し・修正 
  ３月～ 授業計画（シラバス）公表 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 成績は、科目ごと４段階評語（優・良・可・不可）、素点（0～100 点）による評価で表

す。不可及び 59 点以下は不合格となり単位を修得できない。また、成績評価をポイント

に変換し、その総和の平均を成績評価指標とする。成績証明書は、４段階評価の評語で表

示される。 

評語 素点 意味 ポイント 

優 80～100 点 到達目標をほぼ達成している。 4 

良 70～79 点 
不十分な点は認められるものの、到達目標を達成

している。 
2 

可 60～69 点 到達目標の最低限は満たしている。 1 

不可 0～59 点 到達目標を充足していない。 0 

成績評価指数＝((4×優の科目数)+(2×良の科目数)+(1×科の科目数))÷科目数 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校を卒業する人材は、学則にある「学校教育法に基づき、工業における専門教育によ

る人間性豊かで創造性に富んだ技術者の育成と、商業実務、衛生、教育・社会福祉におけ

る実務教育による知性高く教養深い有能な職業人や教育者の育成を通して、地域社会の

発展に寄与することを目的とする。」ことが教育目標であり、学科ごとの専門教育を学習

し、以下の能力等を有している。 

●専門分野についての基本的な技術・知識を習得し、社会のその分野の中で活用すること

ができる。 

●情報処理、キャリア教育等社会人として必要な基本的なスキルを身につけている。 

●様々な立場の人々と協働して、問題を発見し解決にあたることができる。 

本校のディプロマポリシーに基づき、各学科のディプロマポリシーを設定する。 

 

学修支援等 

（概要） 

・指導教員との面談       ・家庭連絡により保護者と連携して指導 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 26 人 

（100％） 

0 人

（0％）

26 人

（100％）

0人

（0％）

（主な就職、業界等） 

㈱静岡中央銀行、沼津信用金庫、ＪＡふじ伊豆、ダイレクトワン㈱、矢崎部品㈱、綜合警

備保障㈱、臼井国際産業㈱、富士テクノロジー㈱、静岡沢井薬品株、㈱影山鉄工所、㈱エ

ー・エル・シー、近物レックス㈱、㈱ノジマ、㈱メガネトップ、ダイハツ沼津販売㈱、㈱

東横イン、フジ虎ノ門グループ など 

（就職指導内容） 

就活ゼミでの面接指導や履歴書の書き方指導をはじめ、スーツ講座、メイク講座、模擬面

接で就職活動の基本を身に付ける。また、校内企業ガイダンスに参加することで、実践的

な企業研究を行う。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ技能検定 2 級 6名 3 級 29 名 

秘書検定 2 級 14 名 3 級 29 名 

日本商工会議所簿記検定 3 級 13 名 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  60 人 4 人 6.7％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、学習意欲低下 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制の採用。日々の出欠席確認や欠課数に応じた保護者連絡および３者面談を実施。 

学生動向についての教員間共有と報告と対応を実施。精神的な悩みを持つ学生に対し、

専門のカウンセラーによるカウンセリングを希望者に対して実施している。 

 

 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 専門課程 医療事務科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 2,040 

単位時間 

420 
単位時間 

1,470 
単位時間 

150 
単位時間 単位時間 単位時間 

2,040 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

40 人 32 人 0 人 3 人 16 人 19 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程および公表について 
  ４月～ 次年度授業計画策定 
  ４月～ 教員への授業計画（シラバス）作成依頼 
      ・授業計画（シラバス）テンプレート配布 
      ・授業計画（シラバス）ガイドライン配布・説明 
  ７月～ 授業計画（シラバス）回収・チェック 
  ９月～ 授業計画（シラバス）見直し・修正 
  ３月～ 授業計画（シラバス）公表 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 成績は、科目ごと４段階評語（優・良・可・不可）、素点（0～100 点）による評価で表

す。不可及び 59 点以下は不合格となり単位を修得できない。また、成績評価をポイント

に変換し、その総和の平均を成績評価指標とする。成績証明書は、４段階評価の評語で表

示される。 

評語 素点 意味 ポイント 

優 80～100 点 到達目標をほぼ達成している。 4 

良 70～79 点 
不十分な点は認められるものの、到達目標を達成

している。 
2 

可 60～69 点 到達目標の最低限は満たしている。 1 

不可 0～59 点 到達目標を充足していない。 0 

成績評価指数＝((4×優の科目数)+(2×良の科目数)+(1×科の科目数))÷科目数 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校を卒業する人材は、学則にある「学校教育法に基づき、工業における専門教育によ

る人間性豊かで創造性に富んだ技術者の育成と、商業実務、衛生、教育・社会福祉におけ

る実務教育による知性高く教養深い有能な職業人や教育者の育成を通して、地域社会の

発展に寄与することを目的とする。」ことが教育目標であり、学科ごとの専門教育を学習

し、以下の能力等を有している。 

●専門分野についての基本的な技術・知識を習得し、社会のその分野の中で活用すること

ができる。 

●情報処理、キャリア教育等社会人として必要な基本的なスキルを身につけている。 

●様々な立場の人々と協働して、問題を発見し解決にあたることができる。 

本校のディプロマポリシーに基づき、各学科のディプロマポリシーを設定する。 

学修支援等 

（概要） 

・指導教員との面談     ・家庭連絡により保護者と連携して指導 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 18 人 

（100％） 

0 人

（0％）

17 人

（94.4％）

1人

（5.6％）

（主な就職、業界等） 

(一財)富士脳障害研究所附属病院、ＪＡ静岡厚生連清水厚生病院、伊豆保健医療センター、

西島病院、フジ虎ノ門整形外科病院、新富士病院、富士宮ごとう眼科、戸田整形外科、な

かがわ眼科、なめり竹山耳鼻咽喉科、アリス薬局グループ、(有)メイプル、ハーモニーフ

ィールド、うさぎ薬局 

（就職指導内容） 

就活ゼミでの面接指導や履歴書の書き方指導をはじめ、スーツ講座、メイク講座、模擬面

接で就職活動の基本を身に付ける。また、校内企業ガイダンスに参加することで、実践的

な企業研究を行う。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 診療報酬請求事務能力認定試験 16 名 

 医師事務作業補助者認定 5 名 

 医療秘書技能検定 準 1級 5名、2級 21 名、3 級 10 名 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  44 人 4 人 9.1％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、転居 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制の採用。日々の出欠席確認や欠課数に応じた保護者連絡および３者面談を実施。 

学生動向についての教員間共有と報告と対応を実施。精神的な悩みを持つ学生に対し、

専門のカウンセラーによるカウンセリングを希望者に対して実施している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育・社会福祉 専門課程 こども保育科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 3,135 

単位時間 

1,045 
単位時間 

1,760 
単位時間 

330 
単位時間 単位時間 単位時間 

3,135 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60 人 67 人 0 人 5 人 18 人 23 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程および公表について 
  ４月～ 次年度授業計画策定 
  ４月～ 教員への授業計画（シラバス）作成依頼 
      ・授業計画（シラバス）テンプレート配布 
      ・授業計画（シラバス）ガイドライン配布・説明 
  ７月～ 授業計画（シラバス）回収・チェック 
  ９月～ 授業計画（シラバス）見直し・修正 
  ３月～ 授業計画（シラバス）公表 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 成績は、科目ごと４段階評語（優・良・可・不可）、素点（0～100 点）による評価で表

す。不可及び 59 点以下は不合格となり単位を修得できない。また、成績評価をポイント

に変換し、その総和の平均を成績評価指標とする。成績証明書は、４段階評価の評語で表

示される。 

評語 素点 意味 ポイント 

優 80～100 点 到達目標をほぼ達成している。 4 

良 70～79 点 
不十分な点は認められるものの、到達目標を達成

している。 
2 

可 60～69 点 到達目標の最低限は満たしている。 1 

不可 0～59 点 到達目標を充足していない。 0 

成績評価指数＝((4×優の科目数)+(2×良の科目数)+(1×科の科目数))÷科目数 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校を卒業する人材は、学則にある「学校教育法に基づき、工業における専門教育によ

る人間性豊かで創造性に富んだ技術者の育成と、商業実務、衛生、教育・社会福祉におけ

る実務教育による知性高く教養深い有能な職業人や教育者の育成を通して、地域社会の

発展に寄与することを目的とする。」ことが教育目標であり、学科ごとの専門教育を学習

し、以下の能力等を有している。 

●専門分野についての基本的な技術・知識を習得し、社会のその分野の中で活用すること

ができる。 

●情報処理、キャリア教育等社会人として必要な基本的なスキルを身につけている。 

●様々な立場の人々と協働して、問題を発見し解決にあたることができる。 

本校のディプロマポリシーに基づき、各学科のディプロマポリシーを設定する。 

学修支援等 

（概要） 

・指導教員との面談 

・家庭連絡により保護者と連携して指導 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 23 人 

（100％） 

0 人

（0％）

22 人

（95.7％）

1人

（4.3％）

（主な就職、業界等） 

保育系職種として三島市職員 

(福)聖心会 聖心保育園、(福)エミリー 静岡乳児院、(学)霊山寺学園 沼津梅花幼稚園、

(福)富士育英福祉会、(福)恩賜財団静岡県済生会 川奈臨海学園、富士ことのは保育園・

富士こでまり保育園 など 

（就職指導内容） 

・指導教員・就職担当職員による面接指導 

・学校全体による SPI 試験や適性検査の実施 

・学校による独自の就職ガイダンスの開催 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

幼稚園教諭 2種免許 21 人   保育士 21 人 社会福祉主事任用資格 23 人 

幼稚園・保育園のためのリトミック指導資格 1級 28 人、2級 27 人 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 71 人 4 人 5.6％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、精神疾患 等 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制の採用。日々の出欠席確認や欠課数に応じた保護者連絡および３者面談を実施。 

学生動向についての教員間共有と報告と対応を実施。精神的な悩みを持つ学生に対し、

専門のカウンセラーによるカウンセリングを希望者に対して実施している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

衛生 専門課程 製菓・製パン科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 2,220 

単位時間 

630 
単位時間 

420 
単位時間 

1,170 
単位時間 単位時間 単位時間 

2,220 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60 人 40 人 0 人 5 人 15 人 20 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程および公表について 
  ４月～ 次年度授業計画策定 
  ４月～ 教員への授業計画（シラバス）作成依頼 
      ・授業計画（シラバス）テンプレート配布 
      ・授業計画（シラバス）ガイドライン配布・説明 
  ７月～ 授業計画（シラバス）回収・チェック 
  ９月～ 授業計画（シラバス）見直し・修正 
  ３月～ 授業計画（シラバス）公表 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 成績は、科目ごと４段階評語（優・良・可・不可）、素点（0～100 点）による評価で表

す。不可及び 59 点以下は不合格となり単位を修得できない。また、成績評価をポイント

に変換し、その総和の平均を成績評価指標とする。成績証明書は、４段階評価の評語で表

示される。 

評語 素点 意味 ポイント 

優 80～100 点 到達目標をほぼ達成している。 4 

良 70～79 点 
不十分な点は認められるものの、到達目標を達成

している。 
2 

可 60～69 点 到達目標の最低限は満たしている。 1 

不可 0～59 点 到達目標を充足していない。 0 

成績評価指数＝((4×優の科目数)+(2×良の科目数)+(1×科の科目数))÷科目数 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校を卒業する人材は、学則にある「学校教育法に基づき、工業における専門教育によ

る人間性豊かで創造性に富んだ技術者の育成と、商業実務、衛生、教育・社会福祉におけ

る実務教育による知性高く教養深い有能な職業人や教育者の育成を通して、地域社会の

発展に寄与することを目的とする。」ことが教育目標であり、学科ごとの専門教育を学習

し、以下の能力等を有している。 

●専門分野についての基本的な技術・知識を習得し、社会のその分野の中で活用すること

ができる。 

●情報処理、キャリア教育等社会人として必要な基本的なスキルを身につけている。 

●様々な立場の人々と協働して、問題を発見し解決にあたることができる。 

本校のディプロマポリシーに基づき、各学科のディプロマポリシーを設定する。 

学修支援等 

（概要） 

・指導教員との面談 

・家庭連絡により保護者と連携して指導 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 14 人 

（100％） 

0 人

（0％）

14 人

（100％）

0人

（0％）

（主な就職、業界等） 

(株)雅心苑、(株)バンデロール、㈱サンセリーテ Toshi Yoroizuka ㈱小田急リゾーツ、

富士スピードウェイホテル、ホテルニューグランド、キルフェボン㈱ など 

 

（就職指導内容） 

・指導教員・就職担当職員による面接指導 

・学校全体による SPI 試験や適性検査の実施 

・学校による独自の就職ガイダンスの開催 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

製菓衛生師 10 名 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 35 人 1 人 2.9％ 

（中途退学の主な理由） 

体調不良 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制の採用。日々の出欠席確認や欠課数に応じた保護者連絡および３者面談を実施。 

学生動向についての教員間共有と報告と対応を実施。精神的な悩みを持つ学生に対し、

専門のカウンセラーによるカウンセリングを希望者に対して実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 専門課程 公務員科１年制   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

１年 昼 1,020 

単位時間 

810 
単位時間 

210 
単位時間 

 

単位時間 単位時間 単位時間 

1,020 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

10 人 0 人 0 人 3 人 7 人 10 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程および公表について 
  ４月～ 次年度授業計画策定 
  ４月～ 教員への授業計画（シラバス）作成依頼 
      ・授業計画（シラバス）テンプレート配布 
      ・授業計画（シラバス）ガイドライン配布・説明 
  ７月～ 授業計画（シラバス）回収・チェック 
  ９月～ 授業計画（シラバス）見直し・修正 
  ３月～ 授業計画（シラバス）公表 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 成績は、科目ごと４段階評語（優・良・可・不可）、素点（0～100 点）による評価で表

す。不可及び 59 点以下は不合格となり単位を修得できない。また、成績評価をポイント

に変換し、その総和の平均を成績評価指標とする。成績証明書は、４段階評価の評語で表

示される。 

評語 素点 意味 ポイント 

優 80～100 点 到達目標をほぼ達成している。 4 

良 70～79 点 
不十分な点は認められるものの、到達目標を達成

している。 
2 

可 60～69 点 到達目標の最低限は満たしている。 1 

不可 0～59 点 到達目標を充足していない。 0 

成績評価指数＝((4×優の科目数)+(2×良の科目数)+(1×科の科目数))÷科目数 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校を卒業する人材は、学則にある「学校教育法に基づき、工業における専門教育によ

る人間性豊かで創造性に富んだ技術者の育成と、商業実務、衛生、教育・社会福祉におけ

る実務教育による知性高く教養深い有能な職業人や教育者の育成を通して、地域社会の

発展に寄与することを目的とする。」ことが教育目標であり、学科ごとの専門教育を学習

し、以下の能力等を有している。 

●専門分野についての基本的な技術・知識を習得し、社会のその分野の中で活用すること

ができる。 

●情報処理、キャリア教育等社会人として必要な基本的なスキルを身につけている。 

●様々な立場の人々と協働して、問題を発見し解決にあたることができる。 

本校のディプロマポリシーに基づき、各学科のディプロマポリシーを設定する。 

学修支援等 

（概要） 

指導教員との面談／習熟度別の補習／勉強会 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 4 人 

（100％） 

0 人

（0％）

3人

（75.0％）

1人

（25.0％）

（主な就職、業界等） 

矢崎部品㈱、ジャトコエンジニアリング㈱、富士宮通運㈱ 

（就職指導内容） 

面接対策など 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

受験なし 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  4 人 0 人 0.0％ 

（中途退学の主な理由） 

対象者なし 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制の採用。日々の出欠席確認や欠課数に応じた保護者連絡および３者面談を実施。 

学生動向についての教員間共有と報告と対応を実施。精神的な悩みを持つ学生に対し、

専門のカウンセラーによるカウンセリングを希望者に対して実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 専門課程 公務員科 2年制 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 2,040 

単位時間 

1,770 
単位時間 

270 
単位時間 

 

単位時間 単位時間 単位時間 

2,040 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

20 人 11 人 0 人 3 人 14 人 17 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程および公表について 
  ４月～ 次年度授業計画策定 
  ４月～ 教員への授業計画（シラバス）作成依頼 
      ・授業計画（シラバス）テンプレート配布 
      ・授業計画（シラバス）ガイドライン配布・説明 
  ７月～ 授業計画（シラバス）回収・チェック 
  ９月～ 授業計画（シラバス）見直し・修正 
  ３月～ 授業計画（シラバス）公表 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 成績は、科目ごと４段階評語（優・良・可・不可）、素点（0～100 点）による評価で表

す。不可及び 59 点以下は不合格となり単位を修得できない。また、成績評価をポイント

に変換し、その総和の平均を成績評価指標とする。成績証明書は、４段階評価の評語で表

示される。 

評語 素点 意味 ポイント 

優 80～100 点 到達目標をほぼ達成している。 4 

良 70～79 点 
不十分な点は認められるものの、到達目標を達成

している。 
2 

可 60～69 点 到達目標の最低限は満たしている。 1 

不可 0～59 点 到達目標を充足していない。 0 

成績評価指数＝((4×優の科目数)+(2×良の科目数)+(1×科の科目数))÷科目数 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校を卒業する人材は、学則にある「学校教育法に基づき、工業における専門教育によ

る人間性豊かで創造性に富んだ技術者の育成と、商業実務、衛生、教育・社会福祉におけ

る実務教育による知性高く教養深い有能な職業人や教育者の育成を通して、地域社会の

発展に寄与することを目的とする。」ことが教育目標であり、学科ごとの専門教育を学習

し、以下の能力等を有している。 

●専門分野についての基本的な技術・知識を習得し、社会のその分野の中で活用すること

ができる。 

●情報処理、キャリア教育等社会人として必要な基本的なスキルを身につけている。 

●様々な立場の人々と協働して、問題を発見し解決にあたることができる。 

本校のディプロマポリシーに基づき、各学科のディプロマポリシーを設定する。 

学修支援等 

（概要） 

指導教員との面談／習熟度別の補習／勉強会 

 



  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 12 人 

（100％） 

0 人

（0％）

11 人

（91.7％）

1人

（8.3％）

（主な就職、業界等） 

国家公務員一般職（労働局）、神奈川県職員、沼津市職員、御殿場市職員、函南町職員、

横浜市消防局 など 

（就職指導内容） 

面接対策など 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

Microsoft Office Specialist Word 5 人、Excel 10 人 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  

17 人 1 人 5.9％ 

（中途退学の主な理由） 

市役所合格のため就職へ転向（1 年次） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制の採用。日々の出欠席確認や欠課数に応じた保護者連絡および３者面談を実施。 

学生動向についての教員間共有と報告と対応を実施。精神的な悩みを持つ学生に対し、

専門のカウンセラーによるカウンセリングを希望者に対して実施している。 

 

 

 

 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

文化・教養 専門課程 国際ビジネス科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 
開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 2,430 

単位時間 

1,730 
単位時間 

770 
単位時間 

 

単位時間 単位時間 単位時間 

2,500 単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60 人 39 人 39 人 2 人 12 人 14 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業計画（シラバス）の作成過程および公表について 
  ４月～ 次年度授業計画策定 
  ４月～ 教員への授業計画（シラバス）作成依頼 
      ・授業計画（シラバス）テンプレート配布 
      ・授業計画（シラバス）ガイドライン配布・説明 
  ７月～ 授業計画（シラバス）回収・チェック 
  ９月～ 授業計画（シラバス）見直し・修正 
  ３月～ 授業計画（シラバス）公表 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 成績は、科目ごと４段階評語（優・良・可・不可）、素点（0～100 点）による評価で表

す。不可及び 59 点以下は不合格となり単位を修得できない。また、成績評価をポイント

に変換し、その総和の平均を成績評価指標とする。成績証明書は、４段階評価の評語で表

示される。 

評語 素点 意味 ポイント 

優 80～100 点 到達目標をほぼ達成している。 4 

良 70～79 点 
不十分な点は認められるものの、到達目標を達成

している。 
2 

可 60～69 点 到達目標の最低限は満たしている。 1 

不可 0～59 点 到達目標を充足していない。 0 

成績評価指数＝((4×優の科目数)+(2×良の科目数)+(1×科の科目数))÷科目数 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

本校を卒業する人材は、学則にある「学校教育法に基づき、工業における専門教育によ

る人間性豊かで創造性に富んだ技術者の育成と、商業実務、衛生、教育・社会福祉におけ

る実務教育による知性高く教養深い有能な職業人や教育者の育成を通して、地域社会の

発展に寄与することを目的とする。」ことが教育目標であり、学科ごとの専門教育を学習

し、以下の能力等を有している。 

●専門分野についての基本的な技術・知識を習得し、社会のその分野の中で活用すること

ができる。 

●情報処理、キャリア教育等社会人として必要な基本的なスキルを身につけている。 

●様々な立場の人々と協働して、問題を発見し解決にあたることができる。 

本校のディプロマポリシーに基づき、各学科のディプロマポリシーを設定する。 

学修支援等 

（概要） 

指導教員との面談／習熟度別の補習／勉強会 



  

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 14 人 

（100％） 

0 人

（0.0％）

12 人

（85.7％）

2人

（14.3％）

（主な就職、業界等） 

小林工業㈱、㈱共栄設機、富士屋ホテル㈱、沼津リバーサイドホテル、(有)渡月荘金龍、

㈱Resort&Spa 雲風々、いなとり荘、稲取東海ホテル 

（就職指導内容） 

指導教員/就職担当による面接指導、短期インターンシップを含む就労体験 等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

日本語能力試験 Ｎ２（5人） 

ＣＡＤ実務キャリア認定制度 1 人、サービス接遇検定 3 級 3 人 準 1 級 6 人 

（備考）（任意記載事項） 

  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  27 人 0 人 0％ 

（中途退学の主な理由） 

該当者なし 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制の採用。日々の出欠席確認や欠課数に応じた保護者連絡および３者面談を実施。 

学生動向についての教員間共有と報告と対応を実施。精神的な悩みを持つ学生に対し、

専門のカウンセラーによるカウンセリングを希望者に対して実施している。 

 

 

 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

高度 IT ビジネス科 250,000 円 840,000 円 円 

コンピュータ科 250,000 円 920,000 円 円 

ゲームクリエイト科 250,000 円 920,000 円 円 

CG デザイン科 250,000 円 960,000 円 円 

ビジネス科 200,000 円 920,000 円 円 

医療事務科 200,000 円 920,000 円 円 

公務員科 200,000 円 920,000 円 円 

こども保育科 200,000 円 700,000 円 円 

製菓・製パン科 200,000 円 980,000 円 円 

国際ビジネス科 150,000 円 680,000 円 円 

修学支援（任意記載事項） 

 本校では人物、学力に優れ、他の模範となるであろうと認められる者に対し、学費を優遇

する特待生制度がある。本校の行う特待生入試の試験結果に基づき特待生・準特待生Ａ・準

特待生Ｂ・準特待生Ｃを認定する。 

 
ｂ）学校評価 

自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

公開ページトップ 

  https://www.numasen.ac.jp/public/ 

 

学校評価報告書 

https://www.numasen.ac.jp/uploads/2024/07/202406evaluation.pdf 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

本校における学校関係者評価は、年度の教育活動をまとめた自己点検評価報告書につ

いて外部の学校関係者から意見をいただき、学校教育に反映させることにより、教育

活動及び学校運営をより良いものに改善することを目的として実施している。 

・主な評価項目 

 (1)教育理念・目標 (2)教育活動 (3)教育成果 (4)学生支援 (5)教育環境 

 (6)学生の募集と受入れ (7)教職員組織、学校運営・管理、財務、法令等の遵守 

 (8)社会貢献・地域貢献、国際交流 

・評価委員会の構成 

 定員：11 名（企業/関連団体：7名 地域・教育関係：2名 同窓会：2名） 

・評価結果の活用方法 

 評価結果について、校長（責任者）を中心とした運営委員会で改善方策を検討し、

可能な範囲で可能な限り早期に改善を実施する。 

 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

公益社団法人 沼津法人会  
令和 6年 4月 1日～ 

  令和 7年 3月 31 日 地方団体関係者 

静岡県立三島長陵高等学校 
令和 6年 4月 1日～ 

  令和 7年 3月 31 日 高校・地域住民 



  

株式会社 
 ディスタンス・インターナショナル 

令和 6年 4月 1日～ 

  令和 7年 3月 31 日 地方団体関係者 

ランアンドケントス株式会社 
令和 6年 4月 1日～ 

  令和 7年 3月 31 日 高校・地域住民 

株式会社ＫTＳオペレーション 
     沼津リバーサイドホテル 

令和 6年 4月 1日～ 

  令和 7年 3月 31 日 企業等委員 

学校法人松濤学園 原町幼稚園 
令和 6年 4月 1日～ 

  令和 7年 3月 31 日 企業等委員 

株式会社 雅心苑  
令和 6年 4月 1日～ 

  令和 7年 3月 31 日 企業等委員 

医療法人社団 真養会 
令和 6年 4月 1日～ 

  令和 7年 3月 31 日 企業等委員 

株式会社 NEXUS 
令和 6年 4月 1日～ 

  令和 7年 3月 31 日 企業等委員 

協和警備保障㈱ 
令和 6年 4月 1日～ 

  令和 7年 3月 31 日 同窓会 

沼津市役所 
令和 6年 4月 1日～ 

  令和 7年 3月 31 日 
同窓会 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

公開ページトップ 

  https://www.numasen.ac.jp/public/ 

 

学校情報 

  https://www.numasen.ac.jp/uploads/2024/07/2024information.pdf 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

公開ページトップ 

  https://www.numasen.ac.jp/public/ 

 

学校情報 

  https://www.numasen.ac.jp/uploads/2024/07/2024information.pdf 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード（13桁） H122310000018

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことによ
り認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

第Ⅱ区分 - -内
訳 -

0人

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

86人

第Ⅲ区分

第Ⅳ区分

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以
下の場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載する
こと。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分とは、それぞれ大学等における修
学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３
号、第４号に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取
消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより
認定の取消しを受けた者の数

年間

86人

後半期

86人

48人

-

0人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

沼津情報・ビジネス専門学校

学校法人静岡理工科大学

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

90人

49人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了で
きないことが確定

修得単位数が標準単位数の
５割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の５割以下）

出席率が５割以下その他学
修意欲が著しく低い状況

0人 0人 0人

0人 0人 0人

「警告」の区分に連続して
該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を
受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

0人 0人 0人

0人 0人

0人 0人 0人

退学 -

３月以上の停学 0人

年間計 -

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著
しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認
定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0人 0人 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定
の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の
停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

修得単位数が標準単位数の
６割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の６割以下）

0人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ - - 0人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

計 - - 0人

出席率が８割以下その他学
修意欲が低い状況

0人 0人 0人

（備考）
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